
《北九州市における地域包括ケアシステム（概念図）》 資料２

 高齢者ができるだけ自宅で継続的に生活できるよう、医療、介護、予防、住まい、生活支援を「日常生活圏域（市内２４圏域）」毎に一体的に提供
 それぞれの地域が抱える課題について、本人・家族、地域住民、医療・介護の専門職、行政などが一緒に検討し、解決していく

＜協議体＞
地域の課題を地域住民と関係者間で協議、解決

＜地域ケア会議＞
個別の支援事例を通じて地域の課題を把握
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生活上の困りごとがあったら・・・

生活支援
《NPO・ボランティア、社福法人、自治
会、民生委員、福祉協力員など》
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《自宅、サービス付き高齢者

向け住宅、有料老人ホーム、
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いのちをつなぐネットワーク推進会議、北九州市高齢者支援と質の向上推進会議 、社会福祉審議会など（市レベル）
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